　NEJM勉強会2000　　第1回（1月12日実施）　Bプリント　

【Problem List】
●自覚症状

· 動悸

· 呼吸困難

· めまい

· 不整頻拍発作（150～190bpm）

· 血液検査異常所見

· 高脂血症（T.chol…248mg/dl、TG…1203mg/dl）

· 高尿酸血症（入院時UA…10.3）

· 肝機能異常（入院時AST…46、入院9日目…86）

●心電図異常所見

· 発作時は、幅広いQRSの心室性頻拍（150～190BPM）

· I, V4, V5で二相性のT波

· aVLで陰性T波

· Ⅱ, Ⅲ, aVF, V2, V3でSTの若干の上昇

· 心エコー

· 左室心尖部外側で心外膜表面に沿った2×3cmの腫瘤

· 腫瘤の下の心筋層の壁運動低下

· 4年前の心エコーにも同部位に腫瘤あり

· MRI

· 左室の後外側壁に4.5×4.4×3.3cmの辺縁が整の丸い腫瘤

· 心筋層へ深く深達（心外膜から心内膜にわたる部分もある）

· 薄い被膜状のものあり（T2強調像）

· 腫瘤の内部は、比較的均一で、T1/T2強調像では、ともに心筋層よりもやや低吸収

· ガドリニウム静注による造影MRIでは、隣接する心筋層との造影度の差異はなし

· CAG

· 心尖部腫瘤に入り込む血管あり。

· 冠動脈の圧迫や浸潤等の所見はなし

· 体部CT（plain / enhanced）

· 脂肪肝

· その他の異常所見はなし。

